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（1）

ま
し
た
。
通
勤
環
境
や
老
年
化
指
数
な
ど
か

ら
消
滅
の
リ
ス
ク
を
試
算
し
た
も
の
で
、
私

た
ち
は
、
街
の
高
齢
化
・
老
朽
化
に
対
峙

し
、
ど
う
対
抗
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
、
そ
れ
を
考
え
、
行
動
を
と
る
こ
と
が

待
っ
た
な
し
と
い
う
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
７
月
発
行
の「
武
蔵
台
だ
よ
り
」に
、

武
蔵
台
地
区
活
性
化
へ
の
要
因
分
析
図
を
示

し
ま
し
た
。
こ
の
街
に
多
く
の
人
が
集
う
た

め
の
試
み
は
、
少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
皆
さ
ん
に
よ

る
日
々
の
武
蔵
台
の
生
活
情
報
の
発
信
（
自

治
会
HP
／
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ
）
は
、
武
蔵
台

に
注
目
す
る
方
た
ち
を
着
実
に
増
や
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
現
在
の
活
動
を
さ
ら
に
進
め

な
が
ら
、
次
の
展
開
を
見
据
え
た
行
動
を
と

る
時
期
に
至
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
徐
々

に
増
え
つ
つ
あ
る
空
き
家
の
戦
略
的
活
用
。

子
育
て
世
代
が
住
も
う
と
思
う
具
体
的
な

　
夏
祭
り
は
猛
暑
の
中
、
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
祭
り
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
く
企
画
を
試
み
ま
し
た
。

　
山
車
の
大
巡
行
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
安
全
警
備
、

た
こ
焼
き・焼
き
鳥
の
イ
ベ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
、

来
賓
対
応
チ
ー
ム
等
々
。
祭
り
を
支
え
て
頂

い
た
多
く
の
皆
さ
ん
が
武
蔵
台
に
生
活
す
る

楽
し
さ
を
感
じ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関

わ
っ
て
知
る
新
た
感
覚
を
持
た
れ
た
な
ら

ば
、
そ
れ
は
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
祭

り
の
会
場
に
は
、
日
々
の
街
に
は
見
ら
れ
な

い
多
く
の
子
供
た
ち
や
若
い
世
代
の
方
々

が
、
思
い
思
い
に
祭
り
を
楽
し
む
光
景
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
街
の
最
大
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
夏
祭
り
に
酔
う
な
か
で
、
近
年
、

埼
玉
県
の
政
策
課
題
研
究
レ
ポ
ー
ト
が
、
県

内
の
消
滅
可
能
性
の
高
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ラ

ン
キ
ン
グ
の
３
位
に
私
た
ち
の
街
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

持
続
可
能
な
街
づ
く
り
に
向
け
て

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
会
長
　
　
柳
　
沢
　
弘
　
二

こ
の
街
に
多
く
の
人
が
集
う
た
め
の
試
み
は
少
し
づ
つ
前
進

こ
と
で
見
え
て
き
た
問
題
で
す
。

　
自
治
会
、
日
高
市
と
の
素
早
い
連
携
で
、

安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
。
近
年
自
治
会
の
在
り
方
を
考
え

る
ニ
ュ
ー
ス
や
記
事
を
見
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

面
倒
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
回
の
問
題
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る

と
自
治
会
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
市
側
と

し
て
も
、
自
治
会
か
ら
く
る
問
題
は
街
全
体

の
問
題
と
し
て
受
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
た
め
敏
速
な
対
応
が
で
き
た
の
で
し
ょ

う
。
今
回
転
倒
さ
れ
た
方
、
こ
の
道
を
怖
い

と
感
じ
て
い
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
安
心

し
て
通
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
広
報
部　
渡
部
）

　
６
月
に
こ
ま
武
蔵
台
駐
在
所
前
か
ら
郵
便

局
に
か
け
て
の
道
路
の
傾
斜
が
き
つ
く
、
高

齢
の
方
が
転
倒
さ
れ
た
と
、
自
治
会
に
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
現
場
を
確
認
、
市
へ
相
談

に
行
き
ま
し
た
。
７
月
中
ご
ろ
か
ら
工
事
が

始
ま
り
、
７
月
28
日
に
は
道
路
の
傾
斜
は
緩

や
か
に
な
り
、
歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

武
蔵
台
は
坂
の
多
い
街
、
そ
の
中
で
も
駐
在

所
の
歩
道
は
傾
斜
が
き
つ
い
場
所
で
し
た
。

数
年
前
ま
で
は
転
倒
な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
齢
化
と
い
う

　
環
境
づ
く
り
。
例
え
ば
、
地
域
福
祉
活
動

を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
動
か
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
事
業
化
な
ど
。
将
来
に
向
け
持
続
可
能
な

街
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
の
関
係
者
が
相

互
に
協
力
し
て
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

郵
便
局
前
歩
道

工
事
終
了

自
治
会
と
市
と
の
連
携
で

「
安
全
・
安
心
」な
街
づ
く
り
に
敏
速
対
応

傾斜が少なくなりました

工事が始まりました

→

→
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7
月
21
日
（
土
）　

午
後
7
時
～
9
時

　
　
自
治
会
館
２
F
会
議
室

【
協
議
・
連
絡
事
項
】

（
１
）
市
防
災
訓
練
に
つ
い
て

　
　
　
安
全
対
策
部

（
２
）
夏
祭
り
準
備
・
全
般
に
つ
い
て

１
各
会
場
の
準
備
状
況
と
調
整
課
題

２
そ
の
他
、
祭
り
に
関
す
る
調
整
、
確
認
事

項
・
熱
中
症
対
策　
　

・
ご
み
対
策
─
分
別
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
徹
底

・
役
員
、
協
力
者
の
飲
み
物
・
食
事

【
報
告
事
項
】

（
１
）
地
区
長
か
ら
の
報
告

（
２
）
副
会
長
・
事
務
局
か
ら
の
報
告

（
３
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

会
計
部

・
平
成
30
年
度
変
更
予
算
に
つ
い
て
、
他

広
報
部　
　
　
　
　
　
　

・
広
報
誌
原
稿
依
頼

文
化
厚
生
部

・
バ
ス
旅
行
関
連
事
項

体
育
部

・
９
／
30
（
日
）
地
区
体
育
祭

　　
　
　
　
　
　
38
名
の
役
員
名
簿
を
公
民

　
　
　
　
　
　
　
館
へ

移
送
サ
ー
ビ
ス
活
動
担
当

・
夏
祭
り
特
別
運
行

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　
平
成
30
年
度
（
７
月
）

　
第
4
回
定
例
役
員
会
報
告

8
月
18
日
（
土
）　

午
後
6
時
～
7
時

　
　
自
治
会
館
２
F
会
議
室

【
連
絡
事
項
】

（
１
）
市
防
災
訓
練
に
つ
い
て

（
２
）
体
育
祭
に
つ
い
て
─
９
／
30
（
日
）

　
　
　
汁
物
＝
イ
ベ
ン
ト
Ｇ
Ｒ
に
依
頼

（
３
）
武
蔵
台
公
民
館
文
化
祭
に
つ
い
て

　
10
／
27
（
土
）・�

28
日
（
日
）

・
模
擬
店
出
店
─
た
こ
焼
き�

…�

イ
ベ
ン
ト

Ｇ
Ｒ
で
対
応

（
４
）
夏
祭
り
報
告

・
今
年
の
状
況
を
精
査
し
て
い
く
。

・
本
部
テ
ン
ト
内
の
役
割
分
担
を
よ
り
明
確

に
し
て
い
く
。

　
平
成
30
年
度
（
8
月
）

　
第
5
回
定
例
役
員
会
報
告

（
４
）
会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告

①
区
長
要
望
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
７
／
９
市
と
実
施

１
街
路
樹
植
栽
（
前
年
の
継
続
案
件
）　

２
会
館
前
の
歩
道
改
修　

３
東
西
通
り
学
童
安
全
対
策

　
緊
急
要
望
：
郵
便
局
前
の
歩
道
の
安
全
化

　
　
　
　
　
　
改
修
＝
済
み

②
会
長
・
区
長
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

・
７
／
28
（
土
）
高
麗
区
長
会�

　
　
　
　
　
　
　
横
手
台
・
永
田
台
夏
祭

【
報
告
事
項
】

（
１
）
地
区
長
か
ら
の
報
告

・
寄
付
の
封
筒
が
足
り
な
い
、
回
覧
の
回

り
方
が
遅
く
困
っ
て
い
る
と
連
絡
あ
っ

た
。

・
根
元
に
穴
の
空
い
た
電
柱
の
修
理
終
了

・
４
丁
目
の
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
蟻
が
大
量

発
生
＝
対
処
済

（
２
）
副
会
長
・
事
務
局
か
ら
の
報
告

・
武
蔵
台
婦
人
防
災
ク
ラ
ブ
が
高
齢
化
の
為

解
散
。
寄
付
金
の
申
し
出
を
受
け
る
。

（
３
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

　
環
境
衛
生
部
＝
９
／
22
（
土
）

　
６
丁
目
自
治
会
所
有
の
山
林
草
刈
り

　
体
育
部
＝
体
育
祭
、
駅
伝
の
件

（
４
）
会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告

会
長
・
区
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
８
／
22
（
水
）
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

評
議
委
員
会

・
８
／
26
（
日
）
市
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　
　

防
災
講
演
会

・
９
／
８
（
土
）
武
蔵
台
中
学
校
30
周
年

　
　
　
　
　
　
　

記
念
事
業
実
行
委
員
会

・
９
／
15
（
土
）
武
蔵
台
中
学
校
体
育
祭

・
９
／
20
（
木
）
福
祉
ネ
ッ
ト
会
議

・
９
／
21
（
金
）
地
域
ケ
ア
会
議

綺
麗
に
な
っ
た
自
治
会
館
で

く
り
く
り
体
操

　
自
治
会
館
が
広
く
綺
麗
に
な
り
、
そ
こ
で

は
様
々
な
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
多
く
人
が
集
ま
っ
て
い
る
サ
ー

ク
ル
の
ひ
と
つ
が「
く
り
く
り
体
操
」で
す
。

お
り
づ
る
号
を
利
用
し
て
く
る
方
も
い
ま

す
。
受
付
を
し
て
体
操
に
必
要
な
重
り
の
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
体
操
の
指
導
員
の
方
の

声
に
あ
わ
せ
て
体
操
が
始
ま
り
ま
す
。近
年
、

健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
。
筋

力
の
低
下
は
日
々
の
生
活
に
も
影
響
が
で
ま

す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
の
行
事
な
ど
で
元
気
な
姿
を
見
ま
す
。

年
齢
で
は
後
期
高
齢
者
に
該
当
す
る
方
も
、

見
た
目
も
動
き
も
若
く
見
え
ま
す
。
外
に
出

て
活
動
す
る
こ
と
が
若
さ
の
秘
訣
、
健
康
の

第
一
歩
な
の
だ
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

も
綺
麗
に
な
っ
た
会
館
で
、
ぜ
ひ
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�広

報
部　
渡
部
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。
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専門部長から皆様へ そろそろ順調に進み始めた各部会の部長さんからコメント。
①会員・皆さんへのご挨拶　②専門部長になり見えた武蔵台のい
い点　③課題とその解決の道は？

　半年を経過して、「専門部会の活動」にとり最も重
要なことは「双方向のコミュニケーション」である
と考えています。コミュニケーションの出発点は家
族内です。そしてご近所の住民相互のコミュニケー
ションに繋がる仕組みができていることが大切です。
このコミュニケーションが「双方向」のものであれば、
家族はもとより、近隣住民が相互に、且つ日常的に「安
否確認」を実施していることにもなります。
　専門部内のコミュニケーションはもとより、専門
部員の班長さんは担当地域の皆さんとのコミュニ
ケーションを密にとり、且つそれが「双方向の会話」
で行えれば、多くの問題は解決できると確信し活動
を進めています。

　体育部は「武蔵台・横手台地区体育協会」とし
て横手台自治会と一緒に毎年、グランドゴルフ、
ペタンク、ハイキングなどのレクレーションを
開催しています。
　年度初めには、年間計画の見直しや改善するポ
イントについて話し合いをもち、みなさんが気軽
に参加し楽しめるように考えてまいりました。
　しかし、長年体育部に係わり、活動してきた者
としては参加人数が増えないと言う事が一番の
悩みであります。
　今までも小さい子供さんから高齢の方までみん
なで楽しめるよう工夫してきましたが、これから
も他団体への協力のお願いや新種目の検討などを
行い、また、皆さんの意見を聞きながら参加しや
すい運営方法を考えていきたいと思っています。

　会計部は各専門部や地区長を中心とする班長の皆様
方を通じて、間接的に自治会活動に参加しております。

安全対策部長　水谷悦夫 体育部長　皆川泰山

会計部長　佐藤敏広

①頼りない部長で申し訳なく思っています。経
験豊富な副部長のおかげで何とか進んでいます。
②他分野に経験や知識をお持ちの方がたくさん
いらっしゃいます。皆さんとても協力的で心強
いです。

文化厚生部長　柏木まち子

③散歩がてらに自治会
掲示板を立止ってよく
見てください。何かが
見つかるきっかけがあ
るかもしれませんから。

　武蔵台に35年間住んでいますが、自治会での
活動は日が浅く5年目になります。環境衛生部
は初めてですが会員の皆様のお力添えをいただ
きながら「自然に囲まれた美しい武蔵台」をよ
り一層住みやすく快適な街になるよう使命感を
持って活動してまいります。
　環境衛生部は非常に幅広い活動が求められま
す。昨今の少子化、高齢化を見据えながら環境
美化を効率良く一歩ずつ課題を克服しなければ
なりません。会員の皆様が見たこと、あるいは
感じたことを情報、ご意見としてお聴かせ下さ
い。自治会の経験を生かし知恵を出し合い「安
心・安全な街づくり」ができればと願っており
ます。

環境衛生部長　岩楯光男　

①今年度広報を担当することになりました。広
報誌、ホームページなどで多くの武蔵台の情報、
魅力をお伝えできるよう頑張ります。
②取材をすることで感じる武蔵台は子どもから
お年寄りまで生活をする環境として良い地域で

広報部長　渡部優子　

す。多くの災害のニュー
スを見るとよりこの地
の魅力を実感します。
③積極的に街の魅力、
活動内容を広報してい
くことが大切だとおも
います。

　こうした中で、自治会
活動を直接担う関係者と
の円滑なコミュニケー
ションを維持することに
より、自治会活動の発展
に寄与できればと考えて
おります。　また、本年
度は自治会館の改修や移
送サービスの開始が計画
されております。　これ
らについても、疑義が生
じることの無いよう努め
て参ります。



齢
者
も
含
め
た
幅
広
い
層
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
武
蔵

台
病
院
の
職
員
の
方
々
の
参
加
を
得
て
、
例

年
に
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
今

年
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
か
げ
で

万
全
の
救
護
態
勢
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
さ
て
、
運
動
会
の
人
気
種
目
と
い
え
ば
、

ま
ず
は
開
催
直
後
の
60
～
１
０
０
メ
ー
ト
ル

走
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
自
慢
の
足
を
披

露
し
て
く
れ
ま
す
。
次
い
で
綱
引
き
。
こ
の

と
き
ば
か
り
は
つ
い
つ
い
全
力
発
揮
で
、
翌

日
が
心
配
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
人
気
№
１

を
争
う
の
が
パ
ン
食
い
競
争
と
買
い
物
競

争
。
老
若
男
女
、我
を
忘
れ
て
突
撃
し
ま
す
。

　
綱
引
き
を
含
め
て
五
つ
あ
る
「
地
区
対
抗

競
技
」
は
応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
最
後

の
地
区
対
抗
リ
レ
ー
、
今
年
は
ど
ん
な
ド
ラ

マ
が
待
っ
て
い
る
こ
と
か
！

　
会
場
に
来
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
、
原
則
ど

ん
な
競
技
に
も
参
加
で
き
ま
す
（
定
員
オ
ー

バ
ー
の
場
合
は
抽
選
も
あ
り
）。
初
秋
の
一

日
を
、
思
い
き
り
体
を
動
か
し
て
爽
快
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！
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９
月
30
日
体
育
祭
初
秋
の

一
日
を
爽
快
に
過
ご
そ
う

9月号お知らせコーナー

　
走
る
こ
と
が
好
き
な
方
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
武
蔵
台
・
横
手
台
地
区
体
育
協
会
で

は
、
今
年
も
奥
む
さ
し
駅
伝
大
会
に
、
若
人

の
力
を
結
集
し
て
参
加
し
ま
す
。

　
今
年
も
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

奥
む
さ
し
駅
伝
大
会

選
手
募
集
!!

駅
伝
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
新
調
し
ま
し
た

●
９
月
末
ぐ
ら
い
迄
に

　
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
会
は
、
来
年
の
１
月
下
旬
予
定
で
す
。

沿
道
の
声
援
を
受
け
、
気
持
ち
よ
く
走
れ
ま

す
よ
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
連
絡
先　
　
桂　
９
８
２
─
１
０
１
２

　
自
治
会
で
は
夏
祭
り
を
終
え
る
と
秋
の
行

事
で
す
。
例
年
人
気
の
あ
る
バ
ス
旅
行
で
す

が
、今
年
度
は
従
来
ま
で
と
方
面
を
変
え
て
、

海
を
渡
っ
て
房
総
半
島
を
訪
れ
る
コ
ー
ス
を

企
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
期
日
】
11
月�

14
日
（
第
２
水
曜
日
）

　
　
　

７
時
発
～
18
時
30
分
帰
着

●
集
合
場
所　
１
丁
目
（
調
整
池
上
通
り
）

　
　
　
　
　
　
７
丁
目
（
小
学
校
前
通
り
）

【
行
先
】
千
葉
県　
養
老
渓
谷
と
粟
又
の
滝

●
見
所　
紅
葉
観
光
真
っ
只
中
の
渓
谷
歩
き

と
、
高
級
仕
出
し
弁
当
の
昼
食　

有
明
Ｊ
Ｃ
Ｔ
＝
川
崎
浮
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
＝
海
ほ
た

る
Ｐ
Ａ
＝
木
更
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
通
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
景
観
美
と
、
海
ほ
た
る
で
買
い
物

【
会
費
】
個
人
負
担　
６
、０
０
０
円

（
お
支
払
い
は
当
日
）

【
募
集
人
員
】
94
名　
大
型
バ
ス
２
台
を
予
定

【
申
込
受
付
】
９
月
３
日
（
月
）
自
治
会
館
に

て
直
接
又
は
電
話　
９
８
２
─
３
９
０
４
で

氏
名
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

文
化
厚
生
部
長　
　
柏
木
ま
ち
子

自
治
会
・
秋
の
日
帰
り

バ
ス
旅
行
の
ご
案
内

　
恒
例
の
「
体
育
祭
」
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
地
域
住
民
の
高
齢
化
と
と
も
に
参
加
者

が
減
少
し
て
い
く
な
か
、
主
催
者
と
し
て
は

毎
年
の
よ
う
に
種
目
の
見
直
し
を
行
い
、
高

粟又の滝

海ほたる

こちらのロゴには意味があります。
634は武蔵台のむさし。
横向きの で横手。
10数年前に考えたオヤジギャグだ
そうです。応援の時によ〜く見てく
ださいね
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８
月
４
日
（
土
）、
中
の
田
公
園
で
第
39

回
武
蔵
台
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
異
常
気
象
で
連
日
猛
暑
が
続
き
、

賑
わ
っ
た
武
蔵
台
夏
祭
り

朝
か
ら
大
変
暑
い
中
で
の
準
備
と

な
り
そ
し
て
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

暑
さ
の
せ
い
も
あ
り
日
中
は
少
し

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
が
、
恒
例
の
山
車
の
巡

行
で
始
ま
り
、
公
園
内
に
お
囃
子

の
音
が
鳴
り
響
き
会
場
の
ム
ー
ド

を
盛
り
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
模
擬
店
で
は
子
ど
も
達
が
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
武
蔵
台
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
、
シ
エ
ダ
ン
ス
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
、

陽
も
落
ち
、
南
国
の
夜
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
会
場
は
盛
り
上
が
り

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夏
祭
り

に
欠
か
せ
な
い
盆
踊
り
。
や
ぐ
ら
の
周
り
に

は
人
が
集
ま
り
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
暑

さ
の
中
で
の
夏
祭
り
で
し
た
が
ゆ
っ
く
り
と

く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後
に
開
催

に
あ
た
り
猛
暑
の
中
、
会
場
設
営
に
自
治
会

役
員
、
班
長
さ
ん
、
地
域
協
力
者
の
皆
様
の

ご
協
力
と
囃
子
連
、
各
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
Ｈ
・
Ｔ
）

　
小
渕
恵
三
、官
房
長
官
の
「
年
号
は
平
成
」

で
す
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
年
に
、
武
蔵
台
に
転

居
す
る
事
を
決
め
た
。

翌
年
、
平
成
２
年
武
蔵
台
へ
の
転
居
完
了
。

武
蔵
台
に
転
居
す
る
ま
で
は
集
合
住
宅
で
15

年
ほ
ど
生
活
。

　
集
合
住
宅
で
は
飼
え
る
生
き
物
は
金
魚
、

熱
帯
魚
、
小
鳥
、
そ
し
て
リ
ス
な
ど
の
小
動

物
。
武
蔵
台
に
移
り
住
ん
で
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
子
犬
が
家
族
の
一
員
と
し

て
共
に
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
り
家
の
中
が

一
変
。
そ
れ
か
ら
30
年
、
時
代
は
変
わ
れ
ど

も
犬
と
生
活
す
る
こ
と
が
続
く
。ま
た
、ペ
ッ

ト
ロ
ス
を
経
験
し
な
が
ら
楽
し
く
癒
さ
れ
る

日
々
。
犬
と
の
日
々
の
散
歩
、
季
節
の
移
り

変
わ
り
が
、
月
ご
と
に
変
わ
る
自
然
豊
か
な

景
色
、
と
く
に
日
和
田
山
の
冬
か
ら
晩
秋
ま

で
の
樹
々
の
「
色
の
変
化
」
に
一
見
の
価
値

あ
り
。

　
最
近
は
我
が
家
の
二
階
よ
り
夕
陽
が
沈
み

ゆ
く
風
景
を
記
録
に
残
し
て
い
る
。

　
さ
て
来
年
の
年
号
は
？�
（
Ｆ
・
Ａ
）

　
ポ
ス
ト
に
手
紙
が
あ
り
ま
し
た
。「
掃
除

の
当
日
参
加
出
来
な
い
の
で
、
本
日
草
取
り

を
し
ま
し
た
」
と
。
車
で
外
出
す
る
度
に
草

取
り
が
さ
れ
た
所
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

「
事
前
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。８
日
当
日
、

残
り
の
草
も
一
掃
さ
れ
る
と
歩
道
に
風
が
通

り
抜
け
、
目
に
涼
し
げ
に
感
じ
ら
れ
た
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
綺
麗
に
な

る
っ
て
う
れ
し
い
事
で
す
ね
。み
ん
な
で「
暑

か
っ
た
ね
、
お
疲
れ
さ
ま
。」
と
声
を
掛
け

合
い
別
れ
ま
し
た
。
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
い
町
で
す
ね
、
ま
た

一
緒
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（Ｓ

・
Ｈ
）

リレー随想・レポート

武
蔵
台
の
魅
力

大
掃
除
の
出
来
事
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広
報
を
通
じ
て
武
蔵
台
の
移
り
変
わ
り

が
見
え
て
き
ま
す
。
武
蔵
台
も
他
地
域
同

様
変
わ
る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
不
便
と

い
う
方
も
い
ま
す
が
、
夜
の
静
け
さ
、
風

の
心
地
よ
さ
、
朝
の
清
々
し
さ
は
人
が
永

く
生
き
て
い
く
中
で
と
て
も
大
切
で
贅
沢

な
も
の
で
す
。
こ
の
街
の
良
さ
を
残
し
な

が
ら
変
わ
り
ゆ
く
武
蔵
台
の
成
長
を
私
た

ち
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。�

（
広
報
部　
渡
部
）

編
　
集
　
後
　
記

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

武蔵台の思い出「造成中のこの地で」
　　　　　　　　　　　　　　　　　（武蔵台在住　Ｓ・Ｔ）

　私は学校を卒業しますと、ある建設会社に就職
しました。そして偶然にも、昭和47年にこの武蔵
台の開発の仕事に携わりました。
　この武蔵台は、昭和52年より分譲が開始されま
したので、当時はまだ土地の造成中でした。毎日、

あり、凄いものです。今でも忘れません。場所は、
現在の一丁目の汚水処理施設あたりだったと思い
ます。
　私の仕事は団地内の測量です。日々、測量の仕
事で造成地内を走り回っていますと私の人生に転

毎日大きなスクレーパーと呼ば
れる土木工事に用いられる掘削
機とブルドーザーが、この未完
成の団地内を往来していまし
た。お昼になると、休憩の為に
一斉に重機が十数台集まりまし
た。大きい重機は、小さい家の
大きさぐらいありますので、そ
れらが集まった光景は、迫力が

機が訪れます。それは、ある地
元女性との出会いです。彼女は
この地区に住んでおりました。
その後、彼女は私の家内になり、
子供にも恵まれました。今日も
家内が酒饅頭を作ってくれまし
た。とても美味しいです。家内
と出会えた武蔵台に感謝してお
ります。

　　武蔵台中学校は30周年を迎えます
　平成元年に創立された武蔵台中学校は今年で30
周年を迎えます。
　二年前の夏、当時の校長先生から「記念事業の

誌の作成の他、音楽会併催の記念式典も学校で実
施します。式典は、10月20日（土）の９時10分
からで何方でも参加できます。是非お越し頂き台

検討に協力を」とのお話
を頂きました。地域の有
志の皆様及び、こま武蔵
台自治会・横手台自治会
のご協力も頂き、地域の
学校　武蔵台中の一層の
健全な発展を目指し、記
念事業を実施する事にし
ました。
　事業テーマを「30の時
を刻み　未来へ進む」と
し、少々の記念品、記念

中生の成長にお力添えを
御願いします。
　全ての武蔵台中の生徒
が、「知・徳・体」に優
れ強く輝かしく元気に巣
立っていく事を願ってい
ます。
（記念事業実行委員会

　　　　　　石元）

飛
田
　
和
子
（
91
歳
）
六
─
七
─
七

ご
逝
去
日
　
六
月
三
日
　
　

田
口
　
籌
子
（
86
歳
）

ご
逝
去
日
　
六
月
十
五
日
　

番
場
　
文
夫
（
67
歳
）
七
─
九
─
七

ご
逝
去
日
　
七
月
四
日
　
　

大
塚
　
ヨ
シ
子
（
91
歳
）
五
─
二
十
二
─
三

ご
逝
去
日
　
七
月
三
十
日
　

谷
口
　
三
郎
（
88
歳
）
一
─
十
五
─
八

ご
逝
去
日
　
八
月
六
日
　
　

　
８
月
は
暑
さ
の
為
お
休
み
に
し
て
い
ま

し
た
が
、い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
９
月
に

な
り
ま
す
。

毎
週
火
・
金　
９
時
～
中
の
田
公
園
で

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

か
ら
お
知
ら
せ

ドローンで撮影

祝




